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10 教育費

01 教育総務費

02 事務局費

学校教育課
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当初予算
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00

スクールソーシャルワーカー活用事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

000010,000

10,000000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 10,0001 9,000報酬 国庫 03 05 01 001
4 122共済費 スクールソーシャルワーカー活用事
9 412旅費
11 466需用費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　委員会事務局に配置し、問題を抱えた児童生徒に対し当該児童生徒が置かれた環境への
　働きかけや関係機関とのネットワークの活用などの多様な支援方法を用いて、課題解決

（１）事業計画

　が教育現場に求められている。
　の着目した働きかけや、関係機関が連携した取組を行うためのコーディネータ役の存在
　地域、学校等の児童生徒が置かれている環境の問題が絡み合っているため、その環境へ
　児童生徒の問題行動については教育上の大きな課題になっており、その背景には家庭、
○事業の必要性
　への対応を図る。

　教育と社会福祉について専門的知識や技能を有するスクールソーシャルワーカーを教育
○事業概要

　　　少につなげることが期待される
　　　カーが対応することにより、従来では課題解決を図ることのできなかった事案の減
　　　働きかけや関係機関等のネットワークの活用などについてスクールソーシャルワー
　　・問題を抱える子どもたちの課題解決に向けて、当該児童生徒の置かれている環境に
（２）事業効果
　　　ワーカーの活用とその効果について調査研究を行う
　　・問題を抱える子どもたちの課題解消に向けて支援活動を行い、スクールソーシャル
　　　置する
　　・スクールソーシャルワーカーとして非常勤職員３名を雇用し教育委員会事務局に配

　（１）財源内訳　　全て国庫負担による補助（１０／１０）事業
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